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要旨：経営学講義を履修している学生の中には学習意欲を減退させてしまう者がいる。そうした
学生の学習意欲を高めるため、経営学講義の再構築を提案する。提案にあたり学生の興味関心が
どこにあるのか調査した。その調査結果の報告を行うとともに、調査結果の利用方法とWeb環
境を利用した学習環境の提供方法について研究を行った。
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１．はじめに
　大学（短大を含める）の講義として経営学を教えている。だが、受講している学生の中には集
中して講義に取り組むことが難しい学生も存在する。さらに学期開始には興味を持っていても学
期の後半、あるいは半ばには興味を失ってしまう学生もいる。経営学は企業を営むため、あるい
は組織においてリーダーシップを発揮するために学ぶ学問であるだけでなく、より良い人生を営
むためにも学ぶべきである。さらに経営学は企業や店舗を経営するだけでなく社会生活のさまざ
まな場面で役に立つ学問分野でもある。そのためできるだけ多くの学生に興味を失うことなく、
経営学を学んでもらいたいと考えている。
　だが企業や店舗を経営する予定がないため、経営学を学ぶ気持ちを継続できないという学生の
声を耳にすることがある。経営学に興味を持てない、あるいは興味を持っていたが失ってしまっ
たという学生がいることは大変に残念である。
　社会に出て働いた経験があれば面白いと感じられる事柄でもその経験がない、あるいは乏しい
学生では興味を抱きにくい面もあるのだろう。経営学という講義名に惹かれ興味を持って受講し
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てみたが就職や仕事に直結しないと勘違いした結果、あまり役に立たないと誤解してしまい経営
学に対する知的好奇心を失ってしまう学生もいる。特に短期大学では経営学を学ぶことが自分の
近い将来には関係が弱いと思う学生が多いようにも感じられる。学生の中で経営学を学んでも就
職活動には直接に有利に働かない、あるいは難しそうな学問だと考えられていると推察している。
　先にも触れたように経営学は役に立つだけでなく、人について学ぶ学問でもある。人の考えや
行動に興味のある学生が学べば面白いと感じる学問である。そのためか中には興味を持ち自ら積
極的に経営学を学び、真面目に取り組む学生もいる。
　つまり他の学問分野でも同じだが経営学は役立つと理解すれば興味を持ち、真剣に学べばその
面白さに気がつく学生も増えるだろう。そこで短期大学における経営学講義を再構築し、より興
味関心を抱き知的好奇心を刺激する講義構成にしたいと考えた。さらにその魅力をもっと手軽に
伝える手段があれば、より多くの学生の経営学を学ぶ姿勢に良い影響を与えることができると期
待できる。
　大学における経営学講義を再構築し魅力ある構成とすること、そして手軽に予習・復習を行え
る環境を提供することに関して研究を試みる。
２．講義外学習の実態
　大学生の講義外の学習時間は減少している。講義の内容を理解して、自らのものにするために
は予習と復習は必須である。教育現場におけるこれまでの経験から予習・復習に取り組む学生は
少ない。積極的に講義外の学習に取り組む学生は少数である。
　全国大学生活協同組合連合会（全国大学生協連）が行っている「学生生活実態調査」によれば、
講義を除く１週間の学習時間は平均4.58時間（１日39.2分）である。これでは十分な学習習慣は
身についていないと判断せざるを得ないだろう。だが大学の限られた講義数の中で予習・復習を
補うことはできない。
　学生が常に携帯しているモノはスマートフォンである。学生のスマートフォン所持率は100％
に近い。スマートフォンを利用した予習・復習の学習環境を整えていくことで、講義外の学習時
間をわずかでも増加できると考え、学生の意識調査を行った。
２．１　調査方法
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　予習・復習にスマートフォンを利用するにあたり、学生を対象に調査を行った。１
　調査対象：関東在住の女子短期大学生（150名）
　調査時期：2016年6月
　調査項目の中に「講義の予習・復習のためのコンテンツがあった場合、利用してみたいかどう
か（「利用してみたい」 「利用しない」で回答）」と「利用してみたい」と回答された学生のみ
にどれぐらいの時間であれば、スマートフォンによる予習・復習に取り組んでもらえる時間を記
述してもらった。以下はその調査結果である。
２．２　調査結果
　「利用してみたい」と回答：121名（82.3%）（n=147）
　「利用しない」と回答：26名（17.7%）
　　予習・復習に取り組む時間　５分以内と回答：37名（30.6％）
　　　　　　　　　　　　　　　５分超－10分以内と回答：43名（35.5％）
　　　　　　　　　　　　　　　10分超－15分以内と回答：24名（19.8％）
　　　　　　　　　　　　　　　15分超－20分以内と回答：１名（0.8％）
　　　　　　　　　　　　　　　20分超－30分以内と回答：８名（6.6％）
　　　　　　　　　　　　　　　30分超と回答：８名（6.6％）
　66.1％が10分以内であり、15分以内までを含めると85.9％に達してしまう。
　期待する予習・復習の時間は各１コマ分である。調査結果からそれぞれ15分ずつ予習と復習を
させたとしても、期待する学習時間の２割にも届かない。だが第一目標は学習習慣を身に着ける
ことである。そのため、わずかな時間であっても、まずは継続して予習・復習に取り組むことが
重要である。第一目標がクリアした後に、第二目標である学習時間をいかに伸ばしていくかを考
えることになる。
３．経営学に対する学生の理解度
　短期大学において講義に対する学生アンケートとして「『学生の声』アンケート」が実施され
ている。その中で本研究に関連のある項目を抜き出し現状を確認する材料とする。次に独自に実
施した経営学に対する学生調査から学生の興味関心をひも解くために活用する。
・
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３．１　調査方法
　経営学講義終了時に学生を対象に調査を行った。
　調査対象：関東在住の女子短期大学生（25名）
　調査時期：2016年6月
　調査項目の中から以下の３つを抜き出した。
　①あなたは、この授業を理解できますか。（以下、理解）
　②この授業の説明はわかりやすいですか。（以下、わかりやすさ）
　③この授業に対する、教員の熱意は伝わってきますか。（以下、熱意）
　評価方法は５段階評価式である。
　・最低評価は１（まったく理解できない、わかりにくい、伝わってこない）
　・最高評価は５（よく理解できる、わかりやすい、伝わってくる）
　以下はその調査結果である。
３．２　調査結果
　調査結果より「熱意」に関しては十分に学生に伝わっている。「理解」と「わかりやすさ」は
似た傾向にあった。評価１と評価２の人数が低い数値であったことは評価でき、評価３と評価４
と評価５がほぼ同じ値であった。「熱意」に関して問題ないが、「理解」と「わかりやすさ」に関
して「評価３」とした学生を「評価４」に、「評価４」とした学生を「評価５」に推移させるよ
う努力したい。
熱意わかりやすさ理解評価
０人０人０人１
０人１人２人２
２人８人８人３
３人６人８人４
20人10人７人５
出典：調査結果より筆者作成
図表１　「学生の声」アンケートの集計表
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　今回抜き出した３項目では「１」あるいは「２」と評価する学生は少ないことがわかり、講義
の工夫次第では、学生の「理解」と「わかりやすさ」の評価を上げることが期待できる。
４．テーマによるケーススタディへの興味関心
　講義の工夫により、学生の経営学理解が深まることが期待できるのであれば、次に学生の興味
関心のあるテーマについて考えてみたい。経営学の講義経験から、学生はケーススタディに興味
関心を示すように感じられる。そこで学生の興味関心のあるケーススタディのテーマについて調
査を行った。
４．１　調査方法
　経済学講義開始時に学生を対象に調査を行った。
　調査対象：関東在住の女子短期大学生（58名）
　調査時期：2016年12月
　調査項目数は４（以下の①から④）である。
①ケーススタディ1（コンビニエンスストア）
　ミニストップは1980年７月、横浜市港北区に第１号店を出店しました。創業以来、ソフトク
リーム販売を続け、今では看板商品となっています。ソフトクリーム単体の売上高は公表され
ていませんが、これまで36年間販売を続け、商品開発にも力を入れていることから十分な利益
を出していると考えられます。コンビニ業界のスピード競争は激しく、他社の真似は珍しいこ
とではない。
　それでは、なぜセブンイレブン、ローソン、ファミリーマートなどではミニストップを真似
てソフトクリームを販売しないのでしょうか？
　真似できないのでしょうか？　それともわざと真似しないのでしょうか？
②ケーススタディ2（テーマパーク）
　日本にはさまざまなテーマパーク、遊園地があります。TDRあるいはUSJで遊んだ経験のあ
る学生も多いと思います。TDRの経営は好調が続き、USJも近年は好調を続けています。
　しかし多くのテーマパーク、遊園地では経営難が続き、存続が危ぶまれています。
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　だが、地方テーマパークの一つであるハウステンボスは劇的にその経営を回復させました。
サンリオも近年、若い女性の間で人気を呼んでいます。TDR、USJとその他のテーマパークで
は何が決定的に違うのでしょうか？例えばハウステンボスはTDR、USJ「何を真似することが
できて」、「何を真似することができない」のでしょうか？
　さらにハウステンボスは、なぜ、復活することができたのでしょうか？
③ケーススタディ3（歴史上の人物）
　本能寺の変はご存知ですか？
　織田信長が明智光秀という部下の武将に裏切られ、死んでしまった出来事のことです。
　本能寺の変が起こったとき、織田信長の部下の有力武将たちは天下統一に向けてそれぞれ日
本のあちらこちらで戦をしていました。その有力武将たちは全員あることを知っていました！
それは「すぐに戦をやめて京都に戻り、明智光秀を倒せば大きな権力を手にすることができ
る」ということです。
　全員知っていたが、いち早く戦をやめて京都に戻ることができたのは、羽柴秀吉（のちの豊
臣秀吉）だけでした。
　なぜ、秀吉だけが戦を素早くやめることができたのか？
　なぜ、他の武将たちは戦を素早くやめることができなかったのか？
　織田信長の部下の武将達の中で、秀吉と他の武将では決定的に異なることがありました。
　その違いとは何だろうか？
④ケーススタディ4（法と権利）
　３世紀、ローマ皇帝カラカラにより「アントニヌス勅令」が発布された。
　勅令の内容：「ローマ国内の自由な身の人すべてにローマ市民権を与える」
　当時のローマでは、「ローマ市民」と「属州民」に分かれていたが、この勅令により、すべ
ての属州民はローマ市民権を得ることができた。つまり、「平等の権利を得る」ことができま
した。
　すべての人が平等の権利を得ることができたのは素晴らしいことです。
　しかし、この勅令からローマの本格的な崩壊が始まりました。
　無条件のローマ市民権を与え、平等にすることの何がいけなかったのだろうか？
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　上記の４項目についてそれぞれ評価してもらった。評価方法は５段階評価式である。
　・最低評価は１（まったく興味がない）から最高評価は５（非常に興味がある）
　以下はその調査結果である。
４．２　調査結果
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設問４設問３設問２設問１
141172213206合計
2.4312.9663.6723.552平均
出典：調査結果より筆者作成
図表２　ケーススタディについて学生アンケートの集計表１
設問４設問３設問２設問１評価
13人9人２人４人１
23人16人７人５人２
12人13人15人17人３
４人８人18人19人４
６人12人16人13人５
58人58人58人58人合計
出典：調査結果より筆者作成
図表３　ケーススタディについて学生アンケートの集計表２
設問４設問３設問２設問１評価
36人25人９人９人１と２
10人20人34人32人４と５
出典：調査結果より筆者作成
図表４　ケーススタディについて学生アンケートの集計表３
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　図表２より、平均３を超えて人気のある設問は１と２であり、ほぼ平均であったのが設問３、
平均を下回り不人気であったのが設問４であった。
　図表３と図表４、図表６より、設問１と設問２は似た傾向にあり、設問３は「評価２」とした
学生が多いが概ね平均的な回答であった。設問４に関して大変不人気テーマであった。
　図表５より、設問１と設問２の間には＋0.31の相関が見られ、設問３と設問４との間の相関係
数の数値は低いかつ負の相関は見られない。設問３と設問４との間の相関係数も低いかつ負の相
関は見られなかった。だが、設問２と設問４との間には低い値ではあるが負の相関が見られた。
図表６　図表３（ケーススタディについて学生アンケートの集計表２）のグラフ
出典：調査結果より筆者作成
設問４設問３設問２設問１　
0.1160.090.31－設問１
－0.040.164－－設問２
0.116－－－設問３
－－－－設問４
出典：調査結果より筆者作成
図表５　ケーススタディについて学生アンケートの設問同士の相関係数
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　設問による特徴は、設問１と設問２は「身近（あるいは日常）」、設問３と設問４は「非身近
（あるいは非日常）」と分類できる。やはり、「身近なモノ・触れたことのあるモノ・見たことが
あるモノ」をケーススタディのテーマとした方が、学生の興味関心を刺激すると考えられる。だ
が、設問１と設問３の評価５の人数は「設問１が13人」、「設問３が12人」とほぼ同じである。設
問１から設問４までを読み比べてみると、設問１から設問３の問い掛けが「わかりやすい」、設
問４は「難しい」という分類もできる。
　このことからケーススタディの導入には「身近」かつ「わかりやすい」テーマを選び、興味を
抱き始めたら、次に「非身近」かつ「わかりやすい」テーマを選択する。そして学期の終盤に
「非身近」かつ「難しい」テーマを選び、ヒントを与えながらも調べさせたり、考えさせたりす
る課題として活用できる。
　だが、学期の終盤の「非身近」かつ「難しい」テーマにした途端に学習意欲を減退あるいは失
う可能性もある。この可能性を下げるため、毎講義終了後に５段階で興味関心の程度を測り、低
い値の学生が多い場合には「難しい」から「わかりやすい」に切り替える柔軟性も考慮される。
５．経営学講義の再構築
５．１　講義の組み立て
　これまで経営学では学期の前半で「基礎・基本」と呼ばれる理論を積み上げた後に、学期の後
半でケーススタディを使った「応用・調査・研究」という形式をとってきた。だが、「基礎・基
本」と呼ばれる勉強では知的好奇心を刺激することは難しく、学期後半には経営学を学ぶ意欲が
損なわれてしまうことがある。そこで次年度は学期の前半でケーススタディを実施して経営学に
対する興味関心を高め、次に学期中ほどで「基礎・基本」を確認する講義を行い。最後に課題と
して改めてケーススタディを行う構成とする。
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５．２　Webを利用した学習
　基礎ゼミの時間を活用して勉強させれば取り組む姿勢を見せる学生も多い。勉強しない理由の
大半を占めるのは「面倒」ということであろう。ここで重要なことは「勉強が嫌い」ということ
よりも「面倒である」と感じている、ということである。面倒をどのように減少させればよいの
か。スマートフォンを活用することで面倒という気持ちを低下させる効果が期待できる。まずは
短時間でもよいから学習習慣を身につけさせる。
　かねてより、独自に運用しているサーバ上の「教育支援システム（以下、本システム）」を用
いて学習支援環境を構築し、経営学の予習・復習の機能を本システムに付加することにした。
　利用に際して無差別・無期限に利用できるのではなく、パスワード設定により利用者は経営学
の受講者に限り、利用期間は経営学の受講期間中とする。また本システムではログイン情報を取
得できるため、ログイン情報から学生の学習時間を計算することも可能であり、学習時間を管
理・活用することで学生の利用を促していきたい。
　本システムでは利用した学習時間の累計を確認することができるため、学生間で比較可能とす
ることでモチベーションの向上へと繋がる。例えば情報基礎科目でWordへの文字入力の速さ測
定すると、ゲーム感覚で楽しそうに入力速度を比べあう姿を見掛けることがあった。このことか
図表７　講義構成のイメージ
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ら学生間の競争意識をうまく利用し、刺激することで学生が積極的に本システムを利用するよう
促せると考える。
　予習・復習の内容は短時間で確認できるものとし、復習に関してはWeb上から簡単なコメント
を書き込める仕様とするなど成果を測れるようにする。そして学生の学習意欲に差があるため、
段階的に予習・復習できるコンテンツにすることも必要となる。例えば、ファーストステージは
個人差があっても５分から10分程度で学習できる内容にする。セカンドステージは20分から30分
程度の学習内容とする。サードステージは30分以上かかる学習内容とする、という意味である。
このようにすることで、ファーストステージは受講している全学生に必須とする。そしてセカン
ドステージ以降は意欲があれば取り組んでもらう課題とする。するとファーストステージとセカ
ンドステージの２つを利用して学習すると40分程度になる。３つのステージすべてを利用すると
70分以上の学習をすることになる。
　このように段階的に学習できるようコンテンツを用意することで、学生個々の科目への興味・
関心や学習習慣に応じて予習・復習を継続できるようになると考えた。コンテンツを準備する時
間の関係もあるが、試験的に今年度の秋学期から導入を試みたいと考えている。実際の講義の中
で利用することで新たな課題が見えてくる可能性があり、次年度以降の講義に反映していきたい
と考えている。
　また復習の一環として毎講義５段階で興味の程度をWeb上から入力してもらう。これにより
学生の興味も分析できるので、より知的好奇心を刺激できる講義にするための情報として活用す
る。この情報があれば先述したケーススタディのテーマ・内容を柔軟に切り替えることも可能と
なる。
　他にもWebの利点を生かし、例えば予習・復習のWebコンテンツの中に講義テーマに関連の深
いサイトがあればリンクを貼り紹介することが容易である。こうすることでより知識を深めるこ
とができるだけでなく、さらに興味の幅を広げるきっかけとなる。他の学問分野への関心が高ま
る可能性もある。本システムは経営学以外の科目を履修している学生も利用できるようにするこ
とができる。経営学以外を履修している学生もWebコンテンツの一部だけは見られるようにす
ることで、どのような内容の講義を実施しているのか見ることができれば、次回の履修登録時に
登録してみようと興味を抱いてくれる学生が増えるきっかけを与えることになる。そして経営学
を履修している学生からも他の科目の一部だけは見られるようにすることで、より多くの学生に
さまざまな刺激を与え、学習へのきっかけとなることが期待できる。
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　Webサイトを試作し講義毎に学生の反応を確認することで、よりうまく講義へ組み込めるよ
う改善を重ねる予定である。また期待できる機能としてコンテンツの内容によってはスマート
フォンだけで予習・復習を行えるようにすることもできる、あるいは簡単な課題を提出させ、そ
の評価をWeb上で閲覧できるようにするなどが考えられる。
　次年度の春学期から講義内容を大きく組み換え試みる予定である。準備に関する時間的制限も
あるがこれまでの講義で使用した資料を活用して15回分の予習・復習コンテンツを準備運用する
予定である。その際に考慮すべきことは、スマートフォンの画面はパーソナルコンピュータに比
べてかなり小さく、１画面に表示できる内容も限られてくる。そのためスクロール利用が増える
ことなども考えてコンテンツを作成する必要がある。試験的に運用することで想定外の課題も発
生する可能性もあるが学生の反応を確認しながら進めていき、完成度を高めていく予定である。
　今回はケーススタディについて、コンビニエンスストア、テーマパーク、歴史上の人物、法
律・権利に関連した４テーマについてのみ５段階で興味関心を調査した。次年度春学期の講義再
構築に向けて、時間の許す限り他のテーマについても調査を行いたい。学生の興味関心の程度を
できるだけくわしく調査することで、より効果的な講義内容となるよう新年度に向けて準備を進
めていく予定である。
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